
様式第５号


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日

提案書

（あて先）鴻巣市長　

所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　
　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　㊞　
　
　
令和８年度鴻巣市公共施設等マネジメント民間提案制度募集要項に基づき、次のとおり提案します。


１ 提案者について(グループ応募の場合、代表企業・団体の情報を記入してください)

	事業者名
	

	代表者
	役職：　　　　　　　　　　氏名：

	所在地
(本社等の所在地)
	〒


	従業員数
	

	本市との窓口となる事業所及び担当者
	事業所名：

	
	所属：

	
	役職：

	
	氏名：

	
	電話番号：

	
	メールアドレス：

	グループの有無
	□有（下記に構成員名を記載の上、様式第７号をご提出ください。）　　　
□無

	グループの構成員
	・
・
・
・





２　提案内容について

	提案テーマ
	

	提案事業の名称
	

	実施場所
	


	提案事業の概要
	





	トライアルの希望
	□有　　□無
期間：　　　年　　月　～　　　年　　月（　　年　　か月）

	提案実施期間
	　　　年　　月　　　～　　　年　　月（　　年　　か月）
※トライアルを実施する場合は、本契約をした場合の想定実施期間を記載してください。

	同一又は類似事業の実績
	□有（下記に事業名・概要等を記入）　□無




	概算事業費
	総額：　　　　　千円（単年度：　　　　千円/年）　※税込

	提案による効果（複数選択可）
	□　行政サービスの質の向上・業務の効率化に関する提案
□　財政負担の軽減に関する提案
□　地域課題の早期解決に関する提案
□　地域経済の活性化に関する提案
※本事業の提案内容は、次の要件のいずれかに該当する必要があります。

	提案内容の独創性
	


※独自の発想や工夫に基づく付加価値について記載ください。

	財政負担の軽減
	


※行政の業務負担も含め、コストの縮減又は歳入の増加について記載ください。

	提案内容の公益性
	


※市民サービスの向上や地域課題の解決など提案の公益性について記載してください。

	提案内容の
実現性、継続性
	●提案実施に向けた資金の調達手段（金額は概算）

	
	
	総額（千円）
	単年度（千円）

	
	□財産の賃貸料・広告収入
	
	

	
	□光熱水費・保守費等の削減相当額
	
	

	
	□現行の市予算から流用
	
	

	
	□国･県等からの補助金･交付金
	
	

	
	□その他（　　　　　　）
	
	

	
	□本市からの新たな支出
	
	

	
	計
	
	

	
	●提案を実現、継続するための方策

	
	




	提案者以外の市内事業者や市民との連携に関する具体的な取組
	


※事業実施時における市民や市内事業者との連携について記載してください。なお、実施時の連携が困難な場合は、経済効果（雇用創出、交流人口拡大等）を記載してください。

	本市に協力を求める事項
	




※資金面（国庫補助等の申請含め）に関することや関係機関との調整等が必要な場合に記載下さい。

	備考
	





※各枠の大きさは適宜調整してかまいませんが、Ａ４・10ページ以内に収めてください。
※各項目の内容を補足する資料や、任意の別添資料を作成しても構いません。


